
第２期たまの版生涯活躍のまち基本計画の取組

「これまでの取組の振り返り」

「今後の取組について」

資料５



１．これまでの取組の振り返り
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•A ローカルブランディング創出機能

•B ヘルスケアサービス開発機能

• C 地方創生人材育成支援機能

•D 交流推進機能

• E 医療介護支援機能

• F 移住支援機能

第１期

H30～R2

• 観光振興による交流人口の増加と移住推進

（A:ローカルブランディング創出機能 × F:移住支援機能）

• 健康に暮らせるまちづくりの推進

（B:ヘルスケアサービス開発機能 × E:医療介護支援機能）

• 地方創生人材育成と交流推進

（C:地方創生人材育成支援機能 × D:交流推進機能）

第２期

R3～R5

実施主体に
民間事業者
を指定し
事業を実施
（国の交付金活用）

既存事業の
集約により
事業を実施

成果目標
新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で落ち込んだ観光需要、移住ニーズ等
を感染拡大前の水準まで回復させる



２．今後の取組について

2

ビジョン

手 段

評 価

手 法

たまの版生涯活躍のまち基本計画が目指した

「誰もが活躍できるまちづくりの実現」

総合計画
誰もが行ってみたい、住み続けたいまち

～たまので育つ、TAMANOが育つ～

施策

評価

事務事業

評価

総合戦略

たまの長期人口ビジョン

総合計画（R5～R８）

総合戦略
（R２～R６）

生涯活躍のまち基本計画

（R２～R５）

第２期たまの版生涯活躍のまち基本計画は、令和５年度をもって計画期間を終了する。

本計画が目指したまちづくり・ビジョンについては、上位計画である「玉野市総合計画」及び
「第２期たまの創生総合戦略」に引き継ぐことで、その実現に向けて継続的に取り組んでいく。

たまの創生
総合戦略

懇談会
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たまの版生涯活躍のまち基本計画から総合計画への引き継ぎ

たまの版生涯活躍のまち基本計画の基本施策
（R3～R５）

総合計画の施策（R5～R８）

①観光振興による交流人口の増加と移住推進

創業支援、特産品開発、観光おもてなし推進、移住定住推進、
シティーセールス推進、空き家対策など

施策16「産業の振興と持続的な発展」
施策17「観光の振興」
施策20「安全で快適な生活空間の確保」
施策26「移住定住とシティプロモーションの

推進」

②健康に暮らせるまちづくりの推進

健康増進、食育推進、健康マイレージ、特定健診、いきいき
百歳体操など

施策９ 「健康で暮らせる環境づくりの推進」
施策 10「地域福祉の充実」
施策 12「高齢者福祉の充実」

③地方創生人材育成と交流推進

地域学校協働本部事業、スチューデントガイド、インターン

シップ、地元就職促進、障害者スポーツ推進、協働のまちづくり、
障害者就労支援、公共交通など

施策５ 「学校教育の充実と地域人材の育
成」

施策６ 「生涯学習活動の推進」
施策 11 「障害者福祉の充実」
施策 21 「交通基盤の充実」
施策 25 「多様な地域主体の連携による地

域活動の促進」


